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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月1日(2016.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に設けられた第１始動領域を遊技媒体が通過した後に、可変表示の開始を許容
する開始条件の成立に基づいて、第１識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する
第１可変表示手段と、遊技領域に設けられた第２始動領域を遊技媒体が通過した後に、前
記開始条件の成立に基づいて、第２識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する第
２可変表示手段と、を備え、予め定められた特定表示結果が第１識別情報又は第２識別情
報の表示結果として導出表示されたときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御す
る遊技機であって、
　前記第２始動領域に遊技媒体が通過しやすい第１誘導状態と、前記第２始動領域に遊技
媒体が通過しにくい又はしない第２誘導状態と、に変化する始動通過装置と、
　前記特定遊技状態の終了後、前記始動通過装置が前記第１誘導状態となる頻度の高い有
利状態に制御する有利状態制御手段と、
　前記第１可変表示手段による可変表示が終了してから次の可変表示が開始されるまでの
間に、第１時間に亘って前記第１可変表示手段により導出表示された表示結果を停止表示
させる第１停止表示手段と、
　前記第２可変表示手段による可変表示が終了してから次の可変表示が開始されるまでの
間に、前記第１時間よりも短い第２時間に亘って前記第２可変表示手段により導出表示さ
れた表示結果を停止表示させる第２停止表示手段と、
　を備え、
　前記第２可変表示手段による第２識別情報の可変表示を、前記第１可変表示手段による
第１識別情報の可変表示に優先させて実行する、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技領域に設けられた第１始動領域を遊技媒体が通過した後に、可変表示の開始を許容
する開始条件の成立に基づいて、第１識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する
第１可変表示手段と、遊技領域に設けられた第２始動領域を遊技媒体が通過した後に、可
変表示の開始を許容する開始条件の成立に基づいて、第２識別情報の可変表示を行い表示
結果を導出表示する第２可変表示手段と、を備え、予め定められた特定表示結果が表示結
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果として導出表示されたときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機で
あって、
　前記第２始動領域に遊技媒体が通過しやすい第１誘導状態と、前記第２始動領域に遊技
媒体が通過しにくい又はしない第２誘導状態と、に変化する始動通過装置と、
　前記特定遊技状態の終了後、前記始動通過装置が前記第１誘導状態となる頻度の高い有
利状態に制御する有利状態制御手段と、
　前記第１可変表示手段または前記第２可変表示手段による可変表示が終了してから次の
可変表示が開始されるまでの間に、所定時間に亘って前記第１可変表示手段または前記第
２可変表示手段により導出表示された表示結果を停止表示させる停止表示手段と、
　を備え、
　前記第１可変表示手段と前記第２可変表示手段は、前記有利状態制御手段によって前記
有利状態に制御されていないときに前記第１可変表示手段による可変表示が行われたとき
よりも、前記有利状態に制御されているときに前記第２可変表示手段による可変表示が行
われたときの方が、可変表示時間を短くするとともに、
　前記停止表示手段は、前記有利状態制御手段によって前記有利状態に制御されていない
ときに前記第１可変表示手段による可変表示が行われたときよりも前記有利状態に制御さ
れているときに前記第２可変表示手段による可変表示が行われたときの方が、表示結果の
停止表示時間を短くし、
　前記第２可変表示手段による第２識別情報の可変表示を、前記第１可変表示手段による
第１識別情報の可変表示に優先させて実行する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
（１）上記目的を達成するため、本願の第１の観点に係る遊技機は、
　遊技領域に設けられた第１始動領域（例えば第１始動入賞口など）を遊技媒体（例えば
遊技球など）が通過した後に、可変表示の開始を許容する開始条件の成立に基づいて、第
１識別情報（例えば第１特図など）の可変表示を行い表示結果を導出表示する第１可変表
示手段（例えば第１特別図柄表示装置４Ａなど）と、遊技領域に設けられた第２始動領域
（例えば第２始動入賞口など）を遊技媒体が通過した後に、前記開始条件の成立に基づい
て、第２識別情報（例えば第２特図など）の可変表示を行い表示結果を導出表示する第２
可変表示手段（例えば第２特別図柄表示装置４Ｂなど）と、を備え、予め定められた特定
表示結果（例えば大当り図柄など）が第１識別情報又は第２識別情報の表示結果として導
出表示されたときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態など）
に制御する遊技機（パチンコ遊技機１など）であって、
　前記第２始動領域に遊技媒体が通過しやすい第１誘導状態（例えば開放状態など）と、
前記第２始動領域に遊技媒体が通過しにくい又はしない第２誘導状態（例えば閉鎖状態な
ど）と、に変化する始動通過装置（例えば普通可変入賞球装置６Ｂなど）と、
　前記特定遊技状態の終了後、前記始動通過装置が前記第１誘導状態となる頻度の高い有
利状態（例えば第１確変状態や、第２確変状態、時短状態など）に制御する有利状態制御
手段（例えばステップＳ１１７の大当り終了処理を実行するＣＰＵ１０３など）と、
　前記第１可変表示手段による可変表示が終了してから次の可変表示が開始されるまでの
間に、第１時間（例えば０．８秒など）に亘って前記第１可変表示手段により導出表示さ
れた表示結果を停止表示させる第１停止表示手段（例えばステップＳ２９４Ｃの処理を実
行するＣＰＵ１０３など）と、
　前記第２可変表示手段による可変表示が終了してから次の可変表示が開始されるまでの
間に、前記第１時間よりも短い第２時間（例えば０．５秒など）に亘って前記第２可変表
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示手段により導出表示された表示結果を停止表示させる第２停止表示手段（例えばステッ
プＳ２９４Ｂの処理を実行するＣＰＵ１０３など）と、
　を備え、
　前記第２可変表示手段による第２識別情報の可変表示を、前記第１可変表示手段による
第１識別情報の可変表示に優先させて実行する、
　ことを特徴とする。
　このような構成によれば、第２始動領域への通過確率が高い有利状態における変動効率
を高めることができる。その一方で、第２始動領域への通過確率が低い、有利状態以外の
遊技状態（通常状態）では、変動効率を低くすることで、可変表示が行われていない時間
が発生してしまうことを防止することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前記第２可変表示手段による前記第２識別情報の可変表示を、前記第１可変表示手段に
よる前記第１識別情報の可変表示に優先させて実行する。
　このような構成によれば、有利状態における変動効率をさらに高めることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（２）上記目的を達成するため、本願の第２の観点に係る遊技機は、
　遊技領域に設けられた第１始動領域（例えば第１始動入賞口など）を遊技媒体（例えば
遊技球など）が通過した後に、可変表示の開始を許容する開始条件の成立に基づいて、第
１識別情報（例えば第１特図など）の可変表示を行い表示結果を導出表示する第１可変表
示手段（例えば第１特別図柄表示装置４Ａなど）と、遊技領域に設けられた第２始動領域
（例えば第２始動入賞口など）を遊技媒体が通過した後に、可変表示の開始を許容する開
始条件の成立に基づいて、第２識別情報（例えば第２特図など）の可変表示を行い表示結
果を導出表示する第２可変表示手段（例えば第２特別図柄表示装置４Ｂなど）と、を備え
、予め定められた特定表示結果（例えば大当り図柄など）が表示結果として導出表示され
たときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態など）に制御する
遊技機（パチンコ遊技機１など）であって、
　前記第２始動領域に遊技媒体が通過しやすい第１誘導状態（例えば開放状態など）と、
前記第２始動領域に遊技媒体が通過しにくい又はしない第２誘導状態（例えば閉鎖状態な
ど）と、に変化する始動通過装置（例えば普通可変入賞球装置６Ｂなど）と、
　前記特定遊技状態の終了後、前記始動通過装置が前記第１誘導状態となる頻度の高い有
利状態（例えば第１確変状態や、第２確変状態、時短状態など）に制御する有利状態制御
手段（例えばステップＳ１１７の大当り終了処理を実行するＣＰＵ１０３など）と、
　前記第１可変表示手段または前記第２可変表示手段による可変表示が終了してから次の
可変表示が開始されるまでの間に、所定時間に亘って前記第１可変表示手段または前記第
２可変表示手段により導出表示された表示結果を停止表示させる停止表示手段（例えばス
テップＳ２９４Ｄ～Ｓ２９４Ｈの処理を実行するＣＰＵ１０３など）と、
　を備え、
　前記第１可変表示手段と前記第２可変表示手段は、前記有利状態制御手段によって前記
有利状態に制御されていないときに前記第１可変表示手段による可変表示が行われたとき
よりも、前記有利状態に制御されているときに前記第２可変表示手段による可変表示が行
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われたときの方が、可変表示時間を短くするとともに、
　前記停止表示手段は、前記有利状態制御手段によって前記有利状態に制御されていない
ときに前記第１可変表示手段による可変表示が行われたときよりも前記有利状態に制御さ
れているときに前記第２可変表示手段による可変表示が行われたときの方が、表示結果の
停止表示時間を短くし、
　前記第２可変表示手段による第２識別情報の可変表示を、前記第１可変表示手段による
第１識別情報の可変表示に優先させて実行する、
　ことを特徴とする。
　このような構成によれば、第２始動領域への通過確率が高い有利状態における変動効率
を高めることができる。その一方で、第２始動領域への通過確率が低い、有利状態以外の
遊技状態（通常状態）では、変動効率を低くすることで、可変表示が行われていない時間
が発生してしまうことを防止することができる。また、有利状態における変動効率をさら
に高めることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（３）上記（１）、又は（２）の遊技機において、前記有利状態制御手段は、第１特定遊
技状態の終了後、可変表示時間が短縮される第１有利状態に制御する一方で、前期第１特
定遊技状態よりも有利度合いが低い第２特定遊技状態の終了後、可変表示時間が前記第１
有利状態よりもさらに短縮される第２有利状態に制御する、ようにしてもよい。
　このような構成によれば、特定遊技状態の終了後は、第２始動領域への通過確率が高く
なるとともに、可変表示時間が短くなるため、変動効率をさらに高めることができる。ま
た、有利度合いが低い第２特定遊技状態の終了後は、有利度合いが高い第１特定遊技状態
の終了後よりも、可変表示時間が短くなって変動効率が高くなるため、遊技意欲の低下を
抑制することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
（４）上記（３）の遊技機において、前記停止表示手段は、前記第１有利状態に制御され
ているときよりも前記第２有利状態に制御されているときの方が、表示結果の停止表示時
間を短くする、ようにしてもよい。
　このような構成によれば、第２有利状態に制御されているときの変動効率を高めること
ができるため、有利度合いが低い第２特定遊技状態に制御されることにより遊技意欲が低
下してしまうことを防止することができる。
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